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崖
や
よ
う
壁
な
ど
の

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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会
員
募
集

　
◆
将
棋
研
究
会　
毎
週
日
曜
日

午
後
１
時
～
５
時
、
成
美
教
育
文

化
会
館
他
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
２
カ
月
で
１
０
０
０
円
。

青
少
年
男
女
、
初
心
者
歓
迎
。 
棋 き

 
力 
不
問
。
見
学
自
由
。
詳
し
く

り
ょ
く

は
増
田
緯
４
７
３
・
２
３
３
３
へ
。

　
◆
居
合
道（ 
正  
剣  
會 
）　
毎
週
土

せ
い 
け
ん 
か
い

曜
・
日
曜
日
の
午
後
４
時
半
～
６

時
半
他
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
２
０
０
０
円
他
。　

歳
以
上
の

１８

初
心
者
、
シ
ニ
ア
世
代
歓
迎
。
詳

し
く
は 
早  
乙  女 
緯
４
７
１
・
４
５

さ 
お
と 
め

２
０
へ
。

　
◆
着
付
け（ 
百  
合 
き
も
の
会
）　

ゆ 

り

毎
週
木
曜
日
午
前　
時
～
正
午
、

１０

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
１

回
８
０
０
円
。
着
物
に
興
味
の
あ

る
方
。
初
心
者
は
基
本
か
ら
丁
寧

に
指
導
。
詳
し
く
は
浅
見
緯
０
９

０
・
５
４
３
４
・
５
７
７
２
へ
。

　
◆ 
神  
山  
和 
や
か
体
操
会　
毎
日

こ
う 
や
ま 
さ
わ

午
前
９
時
～
９
時
半
、
神
山 
堂  
阪 

ど
う ざ
か

公
園
（
神
宝
町
二
丁
目
）
で
。
会

費
年
１
０
０
０
円
。
健
康
づ
く
り

に
。
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は 
岩  
城 
緯

い
わ 
き

４
７
８
・
９
４
８
６
へ
。

　
◆
水
墨
画（ 
墨  
蒼 
会
）　
第
４
土

ぼ
く 
そ
う

曜
日
の
午
後
１
時
半
～
３
時
半
、

成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
会
費
月

１
５
０
０
円
他
。
初
心
者
。
６
月

　
日
（
土
）
は
無
料
講
習
会
。
用

２８具
な
ど
は
不
要
。
詳
し
く
は
山
下

緯
４
７
３
・
０
８
６
３
へ
。

催

し

　
◆
少
林
寺
拳
法
演
武
大
会
（
東

久
留
米
市
少
林
寺
拳
法
連
盟
）　

６
月　
日
（
日
）
午
後
０
時
半
か

２２
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
参

加
費
無
料
。
観
覧
自
由
。
詳
し
く

は 
忽  那 
緯
４
７
５
・
２
０
３
５
へ
。

く
つ 
な

　
◆
市
内
の
野
鳥
を
知
り
た
い
！

（
明
治
大
学
校
友
会
東
久
留
米
地

域
支
部
）　
７
月
５
日（
土
）午
後

１
時
半
か
ら
、
中
央
図
書
館
視
聴

覚
ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
５
０
０
円
。

ど
ん
な
野
鳥
が
市
内
に
生
息
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
落
合
川
、
雑
木

林
を
中
心
に
。
詳
し
く
は
江
波
緯

４
７
３
・
８
８
１
５
へ
。

　
◆
こ
と
わ
ざ
英
語
カ
ル
タ
大
会

（
ウ
ラ
ウ
ラ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
）

　
７
月　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１３

４
時
半
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
（
所
沢
市

松
郷
）
で
。
参
加
費
１
０
０
０
円
。

６
月　
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込

２７
み
後
、
資
料
送
付
。
入
賞
者
に
賞

品
、
全
員
に
参
加
賞
。
見
学
可
。

詳
し
く
は
浦
崎
緯
４
７
９
・
４
２

７
９
へ
。

　
◆
お
は
な
し
お
も
ち
ゃ
ば
こ
〜

ア
・
フ
・
リ
・
カ
！
〜
（
東
久
留

米
こ
ど
も
劇
場
）　
６
月　

日
２２

（
日
）
午
後
２
時
か
ら
、
成
美
教

育
文
化
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
入

場
料
１
０
０
０
円
。
布
紙
芝
居
の

や
こ
さ
ん
と
け
ん
け
ん
が
送
る
元

気
な
楽
し
い
お
話
。
０
歳
児
か
ら
。

詳
し
く
は
森
田
緯
０
９
０
・
８
０

８
２
・
４
５
５
６
へ
。

　
◆
第
５
回
定
期
演
奏
会
（
ド

リ
ー
ム
ウ
エ
ス
ト
ウ
イ
ン
ド
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
）　
７
月
６
日（
日
）午

後
２
時
開
演（
開
場
は
１
時
）、東

大
和
市
民
会
館
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

（
東
大
和
市 
向  
原 ）で
。
入
場
料

む
こ
う は
ら

無
料
。
午
後
１
時
か
ら
楽
器
体
験

会
。
詳
し
く
は
阿
部
緯
４
７
４
・

４
０
４
６
へ
。

　
◆
腹
話
術
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演

（
東
京
チ
ャ
タ
ー
ズ
）　
７
月
４

日
（
金
）
午
後
４
時
半
開
演
（
開

場
は
４
時
）、
成
美
教
育
文
化
会

館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
。
前
売
り

券
１
０
０
０
円
。
他
に
も
石
巻
ス

コ
ッ
パ
ー
ズ
の
実
演
＆
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
。
詳
し
く
は
高
橋
緯
４
７

５
・
３
５
３
３
へ
。

　
◆
サ
マ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
東
久
留
米
市
ダ
ン
ス
連
盟
）　

７
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４

時
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
１
体

育
室
で
。
前
売
り
券
１
０
０
０
円
、

当
日
券
１
２
０
０
円
。
オ
ー
ル
ダ

ン
ス
タ
イ
ム
。
ミ
キ
シ
ン
グ
。
男

女
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
待
機
。
詳
し
く

は
佐
藤
緯
４
７
１
・
０
９
４
０
へ
。

　
子
ど
も
た
ち
の
創
造
性
や
職
業

観
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
多
摩

六
都
地
域
（
東
久
留
米
市
、
小
平

市
、
東
村
山
市
、
清
瀬
市
、
西
東

京
市
）
で
活
動
し
て
い
る
最
先
端

の
技
術
を
誇
る
企
業
・
研
究
施
設

な
ど
の
見
学
や
、
実
際
に
も
の
づ

く
り
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
最
近
注
目
の
「
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
」
を
使
い
ま
す
。

　
【
対
象
】
東
久
留
米
市
、
小
平
市
、

　
市
で
は
「
東
久
留
米
市
の
み

ど
り
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
、
樹
木
の
高
さ
が　
丿
以
上

１０

で
幹
の
直
径
が　

丶
丿
以
上

５０

（
幹
周
１
５
７
丶
丿
）
の
樹
木

を
保
存
樹
木
と
し
て
指
定
し
て

い
ま
す
。
保
存
樹
木
の
中
か
ら
、

所
有
者
の
了
解
を
得
た
も
の
を

広
報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
シ

　
老
化
は
、
実
は
日
頃
の
取
り
組

み
で
グ
ン
と
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ

る
講
演
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、　

年　
月
に
実
施
し
た

２５

１２

「
高
齢
者
元
気
度
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
結
果
の
見
方
や
、
市
・
地
区
ご

と
の
傾
向
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま

　
「
病
気
の
予
防
」と「
老
化
の
予

防
」
は
違
い
ま
す
。
老
化
予
防
と

は
、
単
に
病
気
を
予
防
す
る
だ
け

で
な
く
、
老
化
の
サ
イ
ン
を
早
く

見
つ
け
て
対
処
す
る
こ
と
で
「
要

支
援
」
や
「
要
介
護
」
の
状
態
に

な
る
こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
で
す
。

老
化
予
防
の
原
因
や
予
防
策
を
理

解
し
、
自
分
で
主
体
的
に
続
け
て

取
り
組
む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「
年
を
と
っ
た
か
ら
仕
方
が
な

い
」
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
ま

ず
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、「
い
つ
ま
で

　
こ
れ
か
ら
の
日
々
を
安
心
し
て

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
考
え

を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
企

画
・
運
営
は
「
新
婦
人
の
会
東
久

留
米
支
部
」。

　
【
日
時
】全
２
回
。
①
７
月　
日
１９

②
７
月　
日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日

２６

の
午
後
１
時
半
～
３
時
半

　
市
で
は
、
榛
名
湖
周
辺
の
宿
泊

施
設
と
契
約
を
結
び
、
利
用
料
金

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
（
助

成
金
額
は
１
０
０
０
円
。
６
歳
以

上
の
市
民
で
、
１
年
度
に
つ
き
１

人
１
泊
を
限
度
。
利
用
の
際
は

「
宿
泊
施
設
利
用
券
」
が
必
要
で

す
）。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
持

ち
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
の
方
を
温
か

く
見
守
り
、
自
分
に
で
き
る
範
囲

で
支
援
す
る
方
を
い
い
ま
す
（
資

格
取
得
の
講
座
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
は
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

市
立
保
育
園
の
パ
ー
ト
・ 

臨

時

保

育

士

　
市
立
保
育
園
で
は
、
朝
夕
の

パ
ー
ト
保
育
士
と
、
産
休
・
育
休

な
ど
の
代
替
と
し
て
の
臨
時
保
育

士
の
登
録
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
　
①
パ
ー
ト
保
育
士
＝
勤
務
時
間

は
午
前
７
時
～
８
時
半
と
午
後
５

時
～
６
時
半
（
は
く
さ
ん
・
し
ん

か
わ
・
ち
ゅ
う
お
う
の
各
保
育
園

は
午
後
７
時
ま
で
）。
賃
金
は
１

時
間
当
た
り
１
０
５
０
円

　
②
臨
時
保
育
士
＝
勤
務
時
間
は

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
。
賃
金

は
１
時
間
当
た
り
９
７
０
円

　
※
①
②
と
も
、
有
資
格
の
方
。

　
登
録
希
望
の
方
は
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
、
保
育
課
（
市

役
所
２
階
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
登
録
制
の
た
め
履
歴

書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
課
保
育
係
☎
４
７

０
・
７
７
４
５
へ
。

学
童
保
育
所
・
児
童
館

の
夏
季
臨
時
職
員

　
夏
休
み
（
７
月
・
８
月
）
の
特

別
臨
時
職
員
（
学
生
可
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
【
勤
務
内
容
】
学
童
保
育
所・児

童
館
に
お
け
る
児
童
の
保
育
の
補

助
　
【
勤
務
時
間
な
ど
】月
曜
～
土
曜

日
（
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、
月

　
時
間
以
内
（
変
則
勤
務
有
り
）。

７５学
童
保
育
は
午
前
８
時　
分
～
午

１５

後
６
時
、
児
童
館
は
午
前
８
時
半

～
午
後
７
時　
分
の
い
ず
れ
も
４

１５

～
７
時
間

　
【
賃
金
】時
給
９
７
０
円（
交
通

費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　
申
し
込
み
は
６
月　
日
（
金
）

２７

ま
で
に
、
市
販
の
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）を
直
接
子
育
て
支
援
課（
市

役
所
２
階
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
（
正
午
～
午
後
１
時
と
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
。
郵
送
不
可
）。

書
類
選
考
後
、
面
接
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

　
嘱
託
職
員
（
有
資
格
者
）
も
併

せ
て
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
児
童
係
☎
４
７

０
・
７
７
３
５
へ
。

　
梅
雨
や
台
風
の
時
期
は
、
長
雨

や
集
中
豪
雨
で
地
盤
が
緩
み
、
崖

や
よ
う
壁
な
ど
の
崩
壊
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
危
な

い
崖
や
不
完
全
な
よ
う
壁
で
覆
わ

れ
て
い
る
所
に
あ
る
家
で
は
、
大

き
な
被
害
を
受
け
る
ば
か
り
で
な

く
、
隣
接
す
る
方
々
の
生
命
、
財

産
に
ま
で
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
家
の
周
囲
の
安
全
を

確
か
め
、
危
な
い
石
積
み
や
土
留

め
な
ど
は
補
強
改
善
し
、
雨
水
の

排
水
を
よ
く
す
る
な
ど
し
て
、
安

　
市
内
で
は
昨
年
、「
母
さ
ん
助

け
て
詐
欺
」
が　
件
発
生
し
、
被

４３

害
総
額
は
約
９
４
５
８
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
に
入
っ
て
既
に

　
件
、
被
害
総
額
約
５
７
７
５
万

１２円
（
５
月　
日
現
在
）
の
被
害
が

２８

発
生
し
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
す
。

　
最
近
は
、
金
融
機
関
や
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
通
さ
な
い
で
、
受
け
渡
し
場
所

を
指
定
し
、
息
子
・
孫
の
知
人
や

会
社
の
上
司
を
装
い
、
直
接
現
金

を
受
け
取
る
「
手
渡
し
型
」
の
手

自
立
支
援
医
療 

（
精
神
通
院
）
と
は

　
精
神
疾
患
お
よ
び
て
ん
か
ん
に

よ
る
通
院
の
た
め
の
医
療
費
助
成

の
制
度
で
す
。

　
通
常
、
医
療
保
険
で
は
医
療
費

の
３
割
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
自
立
支
援
医
療
制
度
を
併
用

し
た
場
合
、
自
己
負
担
は
原
則
１

割
に
軽
減
さ
れ
ま
す
（
本
人
や
世

　
市
で
は
、
勉
学
意
欲
が
あ
り
な

が
ら
、
経
済
的
事
情
に
よ
り
高
等

学
校
な
ど
へ
の
就
学
が
困
難
な
市

内
在
住
の
方
を
対
象
と
す
る
、

「
奨
学
資
金
制
度
」
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
例
年
、
６
月
中
旬
～
７
月
中
旬

に
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
は
、
新
１
年
生
を

対
象
に
国
・
都
で
実
施
す
る
「
高

等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度
（
新

制
度
）」と「
高
校
生
等
奨
学
給
付

金
」
の
給
付
認
定
者
が
決
定
し
た

後
に
、
受
け
付
け
を
開
始
す
る
予

　
低
所
得
で
、
特
に
生
計
が
困
難

な
方
お
よ
び
生
活
保
護
受
給
者
に

対
し
て
は
、
申
請
を
し
て
承
認
を

受
け
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
都
お
よ
び

市
区
町
村
に
申
し
出
た
事
業
者
が

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
限
り
、
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
【
軽
減
内
容
】
介
護
費
・
食
費
・

多
摩
北
部
広
域
子
ど
も
体
験
塾

老
化
予
防
講
演
会

老
化
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

老
化
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
うう

「「「「「「「「「「「「「「
人人人人人人人人人人人人人人
生生生生生生生生生生生生生生
のののののののののののののの
しししししししししししししし
めめめめめめめめめめめめめめ
くくくくくくくくくくくくくく
くくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりり
方方方方方方方方方方方方方方

「
人
生
の
し
め
く
く
り
方
ににににににににににににににに

つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててて
考考考考考考考考考考考考考考
ええええええええええええええ
よよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううう

　

つ
い
て
考
え
よ
う
」」」」」」」」」」」」」」」

榛
名
地
域
宿
泊
助
成
制
度

榛
名
地
域
宿
泊
助
成
制
度
をを

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座座

崩
「
母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
」
に

市
内
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

市
の
奨
学
資
金
制
度
（
給
付
）

市
の
奨
学
資
金
制
度
（
給
付
）
のの

申
込
時
期
の
延
期
に
つ
い

申
込
時
期
の
延
期
に
つ
い
てて

　
利
用
券
の
交
付
は
、
左
表
の
宿

泊
施
設
に
直
接
予
約
し
た
上
で
、

生
活
文
化
課
（
市
役
所
２
階
）
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
利
用
料
金
は
、
各
施
設
に
直

接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

　
今
回
は
東
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
主
催
で
す
。

　
【
日
時
】
７
月
８
日
（
火
）
午
前

　
時
～　
時
半
（
受
け
付
け
は
９

１０

１１

時
半
か
ら
）

　
【
場
所
】東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
講

習
室
（
大
門
町
２
ノ　
ノ
５
）

１０

　
【
内
容
】「
認
知
症
の
正
し
い
理

解
や
接
し
方
に
つ
い
て
」「
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
で
き
る
こ
と
」
な
ど

　
【
対
象
者
】
市
内
在
住
・
在
勤
で
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
し
た
こ
と
の
な
い
方

　
【
定
員
】　

人
５０

　
【
費
用
】
無
料

　
申
し
込
み
は
６
月　
日
（
金
）

２０

ま
で
に
、
電
話
（
４
７
３
・
９
９

９
６
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
４
７

０
・
８
０
２
４
）
で
東
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
※
受
講
修
了
者
に
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
と
な
る
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し
上
げ
ま

す
。
　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

す
。
判
定
が
「
介
護
予
防
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
」
だ
っ
た
方
は
、

教
室
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
【
日
時
】
７
月　
日
（
金
）
午
後

１１

２
時
～
４
時
半
（
受
け
付
け
は
午

後
１
時
半
か
ら
）

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
対
象
】お
お
む
ね　
歳
以
上
の

６５

市
民

　
【
定
員
】
先
着
１
０
０
人

　
【
講
師
】東
京
都
健
康
長
寿
医
療

セ
ン
タ
ー
介
護
予
防
緊
急
対
策
室

主
任
研
究
員
の
河
合 
恒 
氏

ひ
さ
し

　
【
費
用
】
無
料

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
地
域
ケ

ア
係
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内

線
２
５
０
２
・
２
５
５
７
）
へ
。

も
自
分
ら
し
く
宣
言
」
に
一
緒
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

老
化
予
防
を
行
う
に
は

　
ま
ず
、
ご
自
身
の
心
身
の
状
態

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ご
自

分
の
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
集

会
学
習
室
１
・
２

　
【
内
容
】①「
葬
儀
に
つ
い
て
考

え
る・今
葬
儀
は
変
わ
っ
て
い
る
」

②
「
あ
な
た
は
誰
に
送
っ
て
も
ら

え
ま
す
か
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」
　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
職
員
な
ど
を
名
乗
り
、

税
金
な
ど
の
還
付
金
が
あ
る
と
電

話
で
だ
ま
し
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お

金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る

「
還
付
金
詐
欺
」
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

お
願
い
す
る

こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ

ん
。
電
話
で

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
求
め
ら

と
な
り
、
そ
の
う
ち
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が　
亅
（
マ
イ
ナ
ス

１１

０
・
８
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
資
源
化
さ
れ
た
量
は
、

前
年
度
に
比
べ
１
７
３
亅
（
プ
ラ

ス
１
・
８
％
）
の
増
と
な
り
、
最

終
処
分
場
へ
の
搬
入
量
は　

亅
６１

全
対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
関

係
機
関
か
ら
改
善
な
ど
の
措
置
を

取
る
よ
う
勧
告
を
受
け
た
方
は
、

補
強
、
改
良
な
ど
の
工
事
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
で

定
め
ら
れ
た
区
域
内
で
の
一
定
の

高
さ
以
上
の
切
土
・
盛
土
を
し
た

り
、
よ
う
壁
な
ど
を
築
造
す
る
と

き
は
、
事
前
の
許
可
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
都
多
摩
建
築
指
導
事

務
所
開
発
指
導
第
二
課
☎
０
４

２
・
３
６
４
・
２
３
８
６
へ
。

東
村
山
市
、
清
瀬
市
、
西
東
京
市

に
在
住
ま
た
は
在
学
の
小
学
３
年

～
中
学
３
年
生

　
※
き
ょ
う
だ
い
な
ど
で
参
加
の

場
合
は
、
一
方
が
小
学
１
・
２
年

生
で
も
可
。

　
【
内
容
】
次
の
通
り

　
①
多
摩
六
都
地
域
の
企
業
、
研

究
所
な
ど
の
見

学
と
関
連
し
た

工
作
教
室
＝
開

催
は
７
月
～
８

月
（
予
定
）、
定
員
は
２
５
０
人

　
②
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＝
開
催
は
９
月

～　
月
（
予
定
）、
定
員
は　
人

１０

８０

　
※
①
に
参
加
し
た
方
の
み
②
に

参
加
で
き
ま
す
。

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
申
込
期
限
】
７
月
９
日
（
水
）

　
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は

６
月
中
旬
か
ら
東
久
留
米
駅
２
階

西
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
横
の
情
報

ボ
ッ
ク
ス
、
市
内
各
児
童
館
、
企

画
調
整
課
（
市
役
所
４
階
）
で
配

布
す
る
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
多
摩
六

都
科
学
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https

://www.tamarokuto.or.jp

）を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
館
☎
４
６
９
・
６

１
０
０
へ
。

帯
の
所
得
や
疾
患
な
ど
に
応
じ
て
、

月
額
自
己
負
担
上
限
額
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
定
所
得
以
上
の

方
は
、
非
該
当
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）。

更

新

手

続

き

　
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
有
効
期

間
が
経
過
す
る
と
、
自
立
支
援
医

療
費
の
受
給
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
継
続
す
る
場
合
は
、
必
ず
継

続
（
更
新
）
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
有
効
期
間
は
、
お
手
持

ち
の
受
給
者
証
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
継
続
（
更
新
）
手
続
き
は
、
有

効
期
間
の
３
カ
月
前
か
ら
障
害
福

祉
課
（
市
役
所
１
階
）
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

診
断
書
の
提
出
は 

２

年

に

１

度

　
継
続
（
更
新
）
手
続
き
に
お
け

る
診
断
書
の
提
出
は
、
病
状
お
よ

び
治
療
方
針
に
変
更
が
な
い
場
合
、

「
２
年
に
１
度
提
出
」
で
す
。

　
前
回
申
請
の
際
に
診
断
書
を
提

出
し
て
い
る
場
合
は
、
今
回
の

継
続
（
更
新
）
申
請
で
は
診
断

書
の
提
出
は
不
要
で
す
。
な
お
、

継
続
（
更
新
）
手
続
き
は
、
毎

年
必
要
で
す
。

　
【
ご
注
意
】有
効
期
間
を
過
ぎ

て
か
ら
の
再
開
申
請
や
前
回
の

継
続
（
更
新
）
時
に
診
断
書
な

し
で
手
続
き
し
た
方
は
、
診
断

書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
」
を
所
持
し
て
い
る
方
は
、

前
回
更
新
時
に
診
断
書
を
提
出

し
た
場
合
で
も
、
手
帳
更
新
の

た
め
に
診
断
書
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
診
断
書
の

提
出
が
必
要
か
不
明
な
方
は
、

居
住
費
（
滞
在
費
）・宿
泊
費
の
各

負
担
を　
％
（
老
齢
福
祉
年
金
受

２５

給
者
は　
％
）
軽
減
。
生
活
保
護

５０

受
給
者
は
居
住
費
（
滞
在
費
）
負

担
の
み
軽
減
（
全
額
）

　
【
対
象
と
な
る
方
】次
の
①
～
⑤

の
全
て
に
該
当
す
る
方
お
よ
び
生

活
保
護
受
給
者

　
①
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
年

間
収
入
が
一
人
世
帯
の
場
合
は
、

（
マ
イ
ナ
ス
２
％
）
の
減
と
な
り

ま
し
た
（
左
表
参
照
）。

　
引
き
続
き
、
ご
み
減
量
へ
の
取

り
組
み
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ご
み
対
策
課
☎
４

７
３
・
２
１
１
７
へ
。

学
の
方
、
興
味
の
あ
る
方

　
【
定
員
】　

人
６０

　
【
講
師
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー 
縁 えん 
生 
じ
ょ
う 
舎 しゃ

顧
問
の
石
塚 
有  
宏 
氏

と
も ひ
ろ

　
申
し
込
み
は
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
市
文
化
協
会
☎
４
７
７
・

４
７
０
０
（
フ
ァ
ク
ス
同
）
へ

（
電
話
受
け
付
け
は
、
第
４
月
曜

日
を
除
く
平
日
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）。
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は

講
座
名
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
へ
。

ま
た
、
老
化
予
防
教
室
や
講
演
会

な
ど
に
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
　
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
地
域
ケ

ア
係
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内

線
２
５
０
２
・
２
５
５
７
）
へ
。

障
害
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い所
得
区
分
の
変
更

　
保
険
証
の
世
帯
が
変
更
に

な
っ
た
、
ま
た
は
前
年
度
と
課

税
状
況
が
変
わ
っ
た
な
ど
の
場

合
、
有
効
期
間
の
途
中
で
も
所

得
区
分
変
更
手
続
き
が
で
き
ま

す
。
　
所
得
区
分
変
更
手
続
き
を

行
っ
た
場
合
、
申
請
日
の
翌
月

初
日
か
ら
新
し
い
所
得
区
分
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
地
域
支
援
係

☎
４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

れ
た
ら
、そ
れ
は「
還
付
金
詐
欺
」

で
す
。
こ
の
よ
う
な
不
審
な
電
話

を
受
け
た
ら
、
す
ぐ
１
１
０
番
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
身
内
か
ら
被
害
者
を
出
さ
な
い

た
め
に
は
、「
家
族
か
ら
の
注
意

喚
起
」が
非
常
に
有
効
で
す
。「
自

分
の
家
族
は
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
、

家
族
で
「
合
言
葉
」
を
決
め
た
り
、

「
母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
」
の
手
口

を
話
題
に
す
る
な
ど
、「
家
族
の

絆
」
を
深
め
て
、
母
さ
ん
助
け
て

詐
欺
の
犯
罪
を
市
内
か
ら
撲
滅
し

ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
田
無
警
察
署
生
活
安

全
課
防
犯
係
☎
４
６
７
・
０
１
１

０
（
内
線
２
６
１
２
）
ま
た
は
市

防
災
防
犯
課
☎
４
７
０
・
７
７
６

９
へ
。

１
５
０
万
円
（
世
帯
員
が
１
人
増

え
る
ご
と
に　

万
円
を
加
え
た

５０

額
）
以
下
で
あ
る
こ
と

　
②
世
帯
の
預
貯
金
な
ど
の
額
が

一
人
世
帯
の
場
合
は
３
５
０
万
円

（
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

１
０
０
万
円
を
加
え
た
額
）
以
下

で
あ
る
こ
と

　
③
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以

外
に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
こ

と
　
④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど

に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

　
⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

　
【
ご
注
意
】次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
▼
特
養
旧
措
置
入
所
者
で
、
利

用
者
負
担
が
５
％
以
下
の
方
（
ユ

ニ
ッ
ト
型
個
室
の
居
住
費
に
係
る

利
用
者
負
担
額
は
対
象
）
▼
訪
問

介
護
に
つ
い
て
、
国
の
特
別
対
策

で
あ
る
「
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
す
る
支
援

措
置
」
の
適
用
を
受
け
て
い
る
方

　
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は

介
護
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線

２
５
５
３
）
へ
。

リ
ー
ズ
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
　
今
回
紹
介
す
る
樹
木
は
、
市

内
の
保
存
樹
木
と
し
て
は
、
３

本
し
か
な
い「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
」

で
す
。
和
名
は
、 
曙  
杉 
、
イ

あ
け
ぼ
の す
ぎ

チ
イ
ヒ
ノ
キ
で
す
。
秋
に
は
赤

茶
色
に
紅
葉
し
、
２
月
～
３
月

に
花
期
を
迎
え
ま
す
。

定
で
す
。
市
の
制
度
の
申
込
時

期
は
、
詳
細
が
決
定
次
第
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】同
種
の
学
資
金
の

給
付
認
定
を
受
け
た
方
は
、
市

条
例
の
規
定
に
よ
り
市
の
制
度

を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

市
の
制
度
の
給
付
認
定
に
当

た
っ
て
は
、
総
所
得
を
証
明
す

る
書
類
に
よ
り
経
済
的
状
況
を

判
断
す
る
と
と
も
に
、
学
業
成

績
に
よ
り
総
合
的
に
判
断
し
ま

す
の
で
、
ご
希
望
に
添
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

　
詳
し
く
は
教
育
部
総
務
課
☎

４
７
０
・
７
７
７
５
へ
。【樹　種】メタセコイア

【所在地】学園町二丁目

榛名地域宿泊助成制度の対象施設
部屋数

（収容人数）電話番号施設名

７室（３０人）０２７・３７４・９０３３甲子亭別館

６室（３０人）０２７・３７４・９５１１湖畔亭

７室（３０人）０２７・３７４・９３２１四季亭

５室（１５人）０２７・３７４・９２５３つるや旅館

９室（４０人）０２７・３７４・９３５０天狗亭

２６室（９６人）

０２７・３７４・９２１１

本館
榛名湖温泉
ゆうすげ元湯 １０室（４８人）湖畔荘

５棟（４０人）コテージ

１８室（９８人）０２７・３７４・９１３１レークサイドゆうすげ

１４室（４０人）０２７・３７４・９１１１ふじや

９室（５０人）０２７・３７４・９１０７旅館高原

１０室（５０人）０２７・３７４・９４２１榛名湖ヘルスセンター

６室（３０人）０２７・３７４・９２１７ロマンス亭

２８室（１３０人）０２７・３７４・９７１１国民宿舎榛名吾妻荘

１２室（５８人）０２７・３７４・９６１１セゾン・ド・はるな

２５年度　廃棄物の排出量および処理量（単位：トン）
前年度比２５年度

２.８%５９８２２,０４７燃やせるごみ

排
出
量

２.３%５２２,２９１燃やせないごみ・
粗大ごみ（有害含む）

３.７%２１６６,１２３資源ごみ（行政回収）

△０.８%△１２１,４０３　うち容器包装
　プラスチック

△２.３%△８３３,４９５資源ごみ（集団回収）
２.４%７８３３３,９５６合　計
１１.３%４１４０４燃やせないごみ・

粗大ごみ
資
源
化
量

１.４%１３２９,４２７資源ごみ（行政回収、
集団回収）

△０.８%△１２１,４０３　うち容器包装
　プラスチック

１.８%１７３９,８３１合　計
△２%△６１３,０４３最終処分場搬入量

（エコセメント化）
※△はマイナス。２６年４月１日現在。

壊

～
田
無
警
察
署
か
ら
の
お
願
い
～

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存
樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
ををををををををををををををををををををををををを
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
ししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

保
存
樹
木
を
紹
介
し
ま
す
③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
に
対
す

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
に
対
す
るる

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
のの

軽
減
に
つ
い

軽
減
に
つ
い
てて

継
続
（
更
新
）
手
続
き
に
つ
い

継
続
（
更
新
）
手
続
き
に
つ
い
てて

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
をを

受
給
し
て
い
る
方

受
給
し
て
い
る
方
へへ

～
認
知
症
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か
？
～

市市
民民
自自
主主
企企
画画
講講
座座

「
知
ら
な
い
と
損
を
す
る

老
化
の
ウ
ソ
・
ホ
ン
ト
」

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

年
度
廃
棄
物
の
排
出
・
処
理
量

２５

７
月
中
旬
か
ら
咲
き
始
め
る

ユ
ウ
ス
ゲ
の
花

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
廃
棄
物
の
分
別

回
収
・
再
資
源
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
　
　
年
度
の
燃
や
せ
る
ご
み
・
燃

２５
や
せ
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
の
収

集
量
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
量（
事
業
系
ご
み
を
含
む
）

は
、
前
年
度
に
対
し
て
燃
や
せ
る

ご
み
が
５
９
８
亅
（
プ
ラ
ス
２
・

８
％
）の
増
、燃
や
せ
な
い
ご
み・

粗
大
ご
み
が　
亅
（
プ
ラ
ス
２
・

５２

３
％
）
の
増
、
資
源
ご
み
が
２
１

６
亅
（
プ
ラ
ス
３
・
７
％
）
の
増

　
地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ
る
雨
水

の
地
下
浸
透
量
の
減
少
は
、
湧
水

や
河
川
の
水
量
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
雨
水
浸
透
ま
す
は
、
屋
根
に

降
っ
た
雨
水
を
地
下
へ
戻
し
、
地

下
水
を
か
ん
よ
う
す
る
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
市
内
の
豊
か
な
水

辺
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
既
存
住
宅
へ

の
雨
水
浸
透
ま

す
の
設
置
に
は
、

設
置
補
助
金
制
度
を
利
用
で
き
ま

す
　
【
申
請
対
象
者
】敷
地
が
１
０
０

０
平
方
丿
未
満
の
既
存
の
個
人
住

宅
（
新
築
、
増
築
な
ど
を
除
く
一

般
住
宅
）
を
所
有
す
る
方　

　
【
補
助
金
額
】設
置
状
況
に
よ
り
、

経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

　
ご
希
望
の
方
は
、
市
指
定
下
水

道
工
事
店
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
）
ま
た
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

宅
地
内
の
「
雨
水
浸
透
ま
す
」

宅
地
内
の
「
雨
水
浸
透
ま
す
」
のの

設
置
に
ご
協
力

設
置
に
ご
協
力
をを

湧
水
や
河
川
を
守
る
た
め
に


